メソッドエンジニアリングテスト勉強
・稼働・準稼動・非稼働の定義

稼働：付加価値を生む作業

準稼動：稼働を補佐する作業だが本来の目的とは異なる。今のシステムでは仕方がないが大幅なシステム改善で除去可能
非稼働：付加価値を生じない（損する）作業

・生産の3要素（3M）

Man,Machine,Material　→人、設備、材料
・生産の3ステップ

設計（製品設計、工程設計）→調達（人、材料、設備など）→生産
・IEの概念　　　　　　　キーワード：経済的、数理科学と自然科学、評価して適用
IEは能率的な作業を容易にするために人・もの・情報からなるシステムを設計、改善・再設計するために工学的知識をはじめとするあらゆる知識を評価し適用すること。

・IEの対象　　　　生産の3ステップの調達のところ

・生産性の基本定義

生産性＝アウトプット/インプット×100(％)

インプット＝材料：歩留まり、エネルギー；原単位、後は～(当たり)生産性

・VEの定義

機能という側面から設計自体を見直し、無駄をなくそうとする“価値工学”。最低のライフサイクルコストで必要とする機能を確実に達成するために、製品やサービスの機能的研究に注ぐ組織的な努力

・VEの基本式

V=F(顧客の機能評価額)/C(ライフサイクルコスト;製造費)
・PQCDSM
P;生産性、Q;品質、C;コスト、D;納期、S;安全性、M;モラール
・ワークサンプリングの目的

作業者や機械などの作業状態を効率よく測定するために、対象作業を任意の時間間隔で測定しその活動内容の時間的構成比率を総計的に推測すること。
絶対精度の式　
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　N;必要サンプル数　e;絶対精度(誤差)　 u;信頼度

相対精度の式　
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　　p;生起率(項目の割合)　s;相対精度(誤差)　

・製造周期率

製造周期率＝Σ○/Σ(○＋⇒＋◇＋□＋▽＋D)×100(%)　改善のアイディア　⇒:レイアウト改善、▽:JIT(Just In Time)導入、□,◇:ランダム検査,無検査
・異常値の処理　　　　

統計的に許されるばらつきの限界を超えるもの。
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・生産の3ステップを用いた改善のアイディアの出し方

生産の3ステップの調達でVEを行い、それが尽きたら設計でVEを行う

・DI(Distance-Intensity)分析　　　“強度-距離分析”
強度は単位期間あたりの運搬量。距離と強度を軸にし、運搬の実態をプロットしたグラフを作る。目的はレイアウトの問題点の発見、運搬システム･設備選択のヒントを得る。よく使うものは近くに、あまり使わないものは遠くに。

・標準時間の定義

1 良好な作業環境のもと②その仕事に適性を持ち、習熟している作業者が③きめられた作業条件のもと、所定の方法(設備)を用いて④必要な余裕と適正な管理のもとで⑤正常なペースと努力で1単位の作業を遂行するために必要な時間

・レイティング90

目の前の作業者の実際遂行度がその基準遂行度と比較して10%遅いということ

・モーションマインド・・・動作の少しのムダも見逃せにしない態度。

・IDEFの考え方

万人が理解しやすいように簡単な記号で機能をモデル化すること。

・ピッチタイム(サイクルタイム)の定義

C(ピッチタイム)=T(総所要時間)/(M(生産台数)×(1-a(不良率)))
・ライン編成効率　　　　　E(ライン編成効率)＝Σt/(N×
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・バッチ式組立ライン　部品が標準化されていない場合、この方式が有効

・混合品種組立ライン　部品が標準化されている場合、この方式が有効
・PTS法の概略
人間の作業を、それを構成する基本動作にまで分解し、その基本動作の性質と条件に応じて、あらかじめ決められた基本となる時間値から、その作業時間を求める方法。長所はレイティングを必要としないこと。作業をしなくても標準時間を決めることができること。測時器を使用しないでよいこと。短所は習得のために特別の訓練が必要なこと。分析に多くの時間を要すること。作業器具などによって規制される時間を算定できないこと。
・サーブリック技法

人が行う作業には18種類の基本的動作要素からなり、それらを記号化し、それにより分析する。サーブリックの弱みは定性的分析が主体で定量的にはあまり有効ではないこと。歩くなどの前進動作が分析できないことがある。
・MTMのReachのタイプ

Ⅰ最初と最後で加速減速がある。Ⅱ最初か最後のどちらかで加速または減速がある。Ⅲ加速減速もない。
・MTMのS　　　　シンメトリのS　NSは非対称のもの
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